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表紙説明「グランドキャニオン」

グランドキャニオンは，アメリカ合衆国アリゾナ州北西部にある世界最大規模の渓谷で

ある．コロラド川を挟み，ノースリムとサウスリムで異なる景観を楽しめる．約 1億年
前に隆起した地層がコロラド川の浸食によって削られ，約 200万年前には現在の姿にな
ったと考えられている．地層は大きく 11層に分かれており，最古層は 20億年前の先カ
ンブリア時代のものである．また，表層部でも約 2.5億年前のペルム紀まで遡る．壮大
な景観の自然美や貴重な生態系，地球の歴史が見られる地層が評価され，1979年に世界
自然遺産に登録された．グランドキャニオンは完成形ではなく，現在も峡谷の形を少し

ずつ変えている．絶えず変化を続ける姿は，歴史の積み重ねの上に新たな価値が育まれ

ていくことを感じさせる．
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編集後記

研究に携わる者にとっては，成果の公表に学会発表や学術誌への投稿を優先するのが一般的です．
そのため，JTEKT ENGINEERING JOURNAL（JEJ）への投稿は，既発表論文の再構成や転載が中心
となります．このような形で研究成果を発信する意義をこれまで腹落ちできずにいましたが，この春，
2016 年発行の JEJ 掲載記事をご覧になったお客様から要望を受けて，記事の内容を直接ご説明しまし
た．この機会をお客様の課題解決に貢献する対話の場につなげていきたいと考えています．定年まで
1 年を切った今になって，ようやく JEJ の価値を正しく認識することができました．

� （材料研究部　佐田）

本号では原稿の校閲委員を務めさせていただきました．社外の幅広い読者の皆様に当社の技術に触
れていただくため，専門分野外の方にも理解しやすい表現になっているかを重視して校閲を行いまし
た．JTEKT ENGINEERING JOURNAL が，当社の技術に関心を持っていただくきっかけとなれば，
微力ながら携わった者としてこれ以上の喜びはありません．� （データアナリティクス研究部　服部）

普段何気なく見ている景色も，自分が関わるものによって見え方が変わることを実感します．3 年
前から今号で紹介した商用車向け BS-EPS の開発に携わるようになって以来，道を行き交うトラック
に自然と目が向くようになりました．商用車は私たちの生活を支える重要な社会インフラであり，そ
の安全性や快適性の向上に貢献できることは開発者として大きなやりがいです．今後もジェイテクト
エンジニアリングジャーナルや各種展示会を通じて，BS-EPS の価値や開発の取り組みを発信していき
たいと思います．� （先行システム開発部　浅野）

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．


